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大熊分析・研究センター

2022年運用開始

2018年運用開始

建設中
（2025年３月着工）

＜敷地全体の配置イメージ図＞

〇 ALPS処理水の第三者分析

〇低中線量の固体廃棄物分析

〇燃料デブリ等の分析

福島第一原子力発電所の廃炉を「分析」で支える研究施設

町境
界

双葉町

大熊町

大熊分析・研究センター

福島第一原子力発電所
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ALPS処理水の概要

ALPS
処理

海水で
大幅希釈

⇐ 海水

海洋
放出

放出口

発電所周辺
（2～3㎞）

放水立坑

海底トンネル
(約1km)

浄化が必要な水 ALPS処理水
（測定・確認用

タンク）

ALPS処理水

『ALPS処理水』
福島第一原子力発電所の建屋内に存在する放射性物質に汚染された水を
多核種除去設備『ALPS』などを使い、トリチウム以外の放射性物質を
国が海洋放出しても問題ないとする基準値以下まで浄化処理した水

東京電力とは独立した
放射性物質分析の専門性を有する

「第三者」として

客観性と透明性の高い測定を実施
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ALPS処理水の第三者分析

トリチウム・・・濃度の確認（希釈するため）
 68核種・・・規制基準以下に浄化されていることを確認

うち、39種は有意に存在しないことを確認

第三者分析機関として責任を持って確認
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高感度・高分離性能を有する技術を開発

ALPS処理水分析の3つのポイント①

POINT① 69核種の分析手法の構築

69核種分の分析手法 JAEAが培ってきた
技術

様々な核種の分離・
精製・分析技術

ALPS処理水分析用に
作り上げた技術

既存技術の改良・最適化
新たな分析手法確立
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ALPS処理水分析の3つのポイント②

POINT② 有意に存在していないことの証明

見える領域
（検出できる）

見えない領域
（検出できない）

超高次レベルの検出限界を達成

検出限界

国の基準の
100分の１未満

=検出限界
（大熊分析・研究セン
ターが確認するレベル）



6

ALPS処理水分析の3つのポイント③

POINT③ 69核種を45日以内に測りきる

実質30日間で完了、45日以内に報告



7

前処理の重要性～核種を分離する～

正しく測定するためには、「前処理」が重要厳しい技術テストに合格した分析技術者が実施
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実演：分析前処理の重要性

目的のビーズの数はいくつか



9

動画：分析現場を覗いてみる①
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動画：分析現場を覗いてみる②
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高い技術と組織力を活かして福島の復興へ

福島第一原子力発電所の廃炉作業を

「分析」で支える中核施設として成長

「人の技術」と「測定技術」で廃炉を加速

「確実に」「更に速く」
を実現する分析手法の開発
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